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1．CERNの立地によりもたらされた
効果とILC周辺都市が抱える課題



4

ジュネーブ（20万人）

ジュネーブ国際空港
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1-2．CERN周辺都市
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中心都市
地域中心都市
地方中心都市
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凡 例
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出典：2040 CERN MASTERPLAN General strategy



51-3. CERN周辺都市のまちづくりの変遷

1950-1960 1960-1975 1976-1985 1986-2020

1970-1980 1981-2020

CERN（Meyrinキャンパス）

CERN（ Prevessinキャンパス）

1953：CERN条約批准（12カ国）
1957：最初の加速器シンクロサイクロト

ロン（SC）がMEIRINに建設

1971：陽子間衝突（ISR）運用開始され、国際研究活発化
1970-1980：Prevessinサイトの誕生。スーパー陽子シンクロトロン

1986-2012：巨大なLEPが始動し、続
いてLHCが始動
※周囲長27kmの大型電子陽電子衝突型加速器（LEP）は
、当時も現在も世界最大の電子・陽電子加速器。

出典：2040 CERN MASTERPLAN General strategy

2004-現在：市民との関係性を深化
象徴的な建築としてビジターセンター（地
球儀）の建設



61-4. CERN周辺都市とILC周辺都市の規模感

ジュネーブ（20万人）

ジュネーブ国際空港
（1,400万人）※伊丹空港1,700万人

Meyrin（2.2万人）

CERN
（Meyrinキャンパス）

Saint-Genis-Pouilly
（1.2万人）

CERN
(Prevessinキャンパス)

直径10km

Gex（1.3万人）

釜石市

登米市

住田町

遠野市

ILC

４

45

45

45

陸前高田市

気仙沼市

４

４

奥州市

平泉町

金ヶ崎町
大船渡市

10km

栗原市

一関市

大崎市

西和賀町

花巻市

北上市

■CERN周辺都市
人口 ２５万人
面積 １，９９６㎢

■ILC周辺都市
人口 ８５万人（2020年国勢調査）
面積 ９，０５６㎢

出典：2040 CERN MASTERPLAN General strategy



71-5．CERNとILC周辺都市との比較

図 CERN周辺都市の人口推移
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図 CERN周辺都市の外国人比率
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人口（2020年）

51万人

１２１万人

230万人

GDP（2022年）

10.7兆円

4.7兆円

9.5兆円

一人当たりGDP（2022年/2020年）

2,121万円

389万円 412万円日本は2.3％

※ジュネーブ地域とはスイス地方行政単位であるCanton。1スイスフラン=174.66円換算。人口、GDPはスイス
統計局より集計。岩手県、宮城県県民経済計算、国勢調査より集計

※国政調査、及び各国統計局データを集計



81-6．CERN周辺都市とILC周辺都市の交通環境

自動車

自転車

徒歩

カーシェア

自動二輪

トラム

バス

P＆R

スイス側：ジュネーブ方面からMeyrinは、公共交通機関を整備（トラムなど）
フランス側：自動車が中心

持続可能なモビリティへの転換を積極的に目指す。
キャンパス内、CERNサイトへのモビリティサービスを提供している。
CERN Mobility Centreは、以下各種サービスを提供し、環境負荷が低く持
続可能なモビリティへの転換を進めている。

図 CERNを利用する人の交通手段
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図 岩手県の交通手段（通勤・通学R2） 図 全国の交通手段（通勤・通学R2）

カーシェア
24時間利用可能。最大12時
間。無料

レンタサイクル・バイク（電動）
24時間利用可能。50台。アプ
リ予約。最大2時間利用。

無料シャトル
各サイト、都市間を結ぶ路線バ
ス。4路線、各10便／日以上
。

レンタカー
最大3か月。外部走行含め。

自転車レンタル
３か月～6か月。１日１８０
円程度

オンデマンド輸送
２４時間前までに予約。料金
はオーダー別

長期レンタカー
４年までレンタル可能

自転車イニシアチブ
自転車利用を進めるインセンテ
ィブ、イベント実施

相乗りインセンティブ
アプリによる相乗りシステム。乗
客無料、送迎者報酬あり

図 CERN Mobility Centreのサービス内容

出典：2040 CERN MASTERPLAN General strategy 資料：国勢調査結果より集計

出典 CERN Mobility Centre (https://sce-dep.web.cern.ch/campus-life/mobility)



91-7. CERN周辺のモビリティ計画

CERN Mobility Plan

2024 年から 2030 年の目標と行動

個人輸送 CERN 車両群の最適化と削減、車両
群の電動化

・CERN 車両台数を 25% 削減
・CERN 車両の 50% を電動化
・CERN コミュニティ内で自家用車の電動化を推進

相乗りの推進 ・相乗りを通じて CERN にアクセスするユーザーの割合を 7% から 15% に増加

バンプールと公共交通機関の促進 ・バンプーリングに対応できるルートを調査
・代替案（シャトル、TPGライン）の実現可能性調査

ヒッチハイクサービス ・メイランとプレヴェサンの間の 3 つのヒッチハイク停留所を特定してパイロット プロジェクトを開始
・サイト内移動のために、メイランとプレヴサンで最大 30 か所のヒッチハイク停留所を実装
・電子プラットフォーム開発

代替モビリ
ティ対策

CERN内外で自転車・歩行者ネット
ワークの改善を推進

・20 km の歩道、歩行者用道路、自転車レーンを改善およびアップグレード

駐輪場 ・自転車または徒歩でサイトにアクセスするコミュニティを最大 30% 増加 (現在 19% と比較):

利用可能なCERN自転車フリートの
拡大と多様化

・自転車のキロ数が 50% 増加

CERN内部のSuttleネットワークと
インフラストラクチャの最適化

・シャトルのスケジュールと頻度を調整して、サービス コストを 10% 削減
・危険な場所または交通量の多いシャトル停留所にシェルターを設置
・補完的な対策（オンデマンドサービス、動的適応など）を実施するための実現可能性調査を実施

代替交通機関を促進インセンティブ ・CERN における生活と仕事のあらゆる分野における持続可能なモビリティの推進

持続可能なモビリティへの転換を積極的に目指すモビリティ計画を策定している。CERNは、従業員、ユーザー、労働者、訪問者に対し、持続可能な交通手段
を利用することを積極的に奨励しています。 このモビリティ計画は、安全性とモビリティに関する行動の変化に伴う動的かつ長期的なアプローチを具体化しており、
移動能力が低下した個人のアクセシビリティを含む、さまざまな交通手段間の平等の促進と促進に重点を置いている。

出典 CERN Mobility Plan (https://sce-dep.web.cern.ch/mobility-plan)
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CERN ５か年ビジョン(2021-2025)より

出典：CERN’S Main Objectives for the period 2021-2025

Every year CERN trains some 1700 young people, including physicists, 
engineers, technicians and administrative students, 

CERN は毎年、物理学者、エンジニア、技術者など、約 1,700 人の若
者を訓練
At any given time some 3000 PhD students from universities all over the world 
do their theses on CERN’s projects.

世界中の大学から常時約 3,000 人の博士課程の学生が CERN の
プロジェクトに基づいて論文を執筆

https://home.cern/resources/brochure/cern/cerns-main-objectives-2021-2025

1-8．CERNの学術面からみた効果

（参考）博士課程の学生数：東京大学 約6,500人、京都大学 約3,800人

東京大学、京都大学HP
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CERN webサイト

出典：https://home.cern/news/press-release/cern/students-estonia-
japan-and-usa-win-11th-edition-beamline-schools 

The best-known CERN technology is the
World Wide Web(/science/computing/birth-web)
, invented to allow an ever-increasing number of 
scientists to share information..
最もよく知られている CERN テクノロジーは、ワールドワ
イドウェブ(/science/computing/birth-web)、増え続ける
科学者が情報を共有できるようにするために発明。

1-8．CERNの学術面からみた効果

CERN主催の物理学コンテスト(2024.6)で
日本の高校生チームの提案も優勝

2024年9月 提案した実験をCERNで行う予定



121-9．CERNの経済効果実績

出典：H27CERN視察報告 気仙沼市国際リニアコライダー推進協議会(H28.3)

項 目 概 要

スタッフ数 プロパースタッフ(約2,500人)、派遣契約スタッフ(約1,500名：フェロー、協力
研究者、学生など短期雇用者)の他、委託先の民間企業社員が勤務

外部委託 外部委託費（年間約630億円）のうち、製品発注は約400億円、サービス委託
は約170億円。

委託先 CERNとの契約が可能なのは原則加盟国の企業。CERNとの契約は4年契約
を基本とし、最長7年とすることで、新規参入企業を生み出している。

CERN ビジネスの概要（過去の視察報告より １/２）



131-9．CERNの経済効果実績

項 目 概 要

①ＡＬＴＥＡＤ
社

• フランスを中心に特殊輸送、工場内の特殊運搬、組立等を行う企業。
• 全世界売上は約320億円(H25)、そのうちCERN約23億円。運送に関する契

約や、特別なメンテナンス業務を受託。

②SERCO社
（SM18 冷却
システム）

• SM18は超伝導を実現するための冷却技術装置の研究開発拠点。
• SERCO社はイギリスを拠点とした人材派遣会社。テクノパークに事務所を置

き、社員は百数十人程。CERN周辺からの「地元採用」も極力心がけてる。

③EMTE社
（ISOLDE）

• ISOLDEは放射性同位元素（RI：ラジオアイソトープ）を高性能なビームとして
発生させ、各実験に供給する施設。

• EMTE社はスペインに本拠を置く配電・配線・電気専門会社で、この施設を
管理運営。30名の技術者と120名のスタッフ。10～25%はCERN周辺で雇用。

CERN ビジネスの概要（過去の視察報告より ２/２ ）

出典：H27CERN視察報告 気仙沼市国際リニアコライダー推進協議会(H28.3)左から①ＡＬＴＥＡＤ社 、②SERCO社、③EMTE社への訪問の様子
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６.東北大ほか まちづくり・キャンパスデザイン視察(H26.9-10)より

出典：ＩＬＣまちづくり・キャンパスデザイン視察 H26.9-10

1-9．CERNの経済効果実績

• CERNでは年間１０万人の見学者が来訪。視察と合わせ、観光面での取組も重要。
• ILCの施設周辺の動きとして、北上市the campus -トロイカの森-が、医療ツーリズムの観

点で、クアオルト（療養地・健康保養地）健康ウォーキングコースとして認定。

＜CERN視察より＞ ＜ILC周辺地域で実施されている取り組み例＞



151-10．ILC周辺都市の主な課題と地域資源

▼ILC周辺都市の将来人口予測

ILC周辺都市（盛岡市、仙台市除く）全体で2020年約８５万人に対し、2050年では国立社会保障・人口問題研究所推計で約
33万人減、市町村推計将来目標人口で約26万人減と予測

・人口減少、少子高齢化
岩手県・宮城県の中でも圏域内は人口減少が顕著。また、高齢化率、
老年人口指数ともに、圏域内の市町の多くは比較的高い。
・若年層の流出、出産適齢女性の減少
圏域内の多くの市町は、就職・大学等進学時の流出が顕著。大学等卒
業後のＵターンも十分ではない。
・廃校の存在
岩手県の廃校は311校で全国で3番目に多く、その活用方法に苦慮して
いる。

▼主な地域課題

▼活用されていない主な地域資源

約30万人減
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2．地球村ILCまちづくり
復興から、世界最先端へ 世界に誇る、未来都市“Tohoku”

Google

Google Earth
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地球村創生ビジョン策定

2-1．地球村ILCまちづくりの流れ／地球村創生ビジョン
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Action2025
ILCに向け現在の地域課題を解決するまちづくり

ILCまちづくり・地域別勉強会 まちづくりモデルケース・共同研究

2-1．地球村ILCまちづくりの流れ／Action2025
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Vision2035
ILCを契機としたまちづくりの実現

Global Innovation Fieldの実現
世界中から多様な人々が集い、人類の課題解決に向けて挑戦する場所に

グローカル

ユーザー研究者約12,400人
＋

3割のユーザー及び家族約8,000人が滞在

居住サイト整備

②ILC関連の産業・仕事の創出
 世界的視野をもつイノベーティブな高度人材を輩出し続け、世界を
牽引するグローバル・イノベーション・ハブへ

イノベーション・ハブ整備/ILCエコシステム展開

ILCの実現を契機にILCの効果を最大化するまちづくり

ILC着手後→国家戦略特区に
Tohukuを先端社会実証フィールドとする

イノベーション

サスティナビリティ
③GreenILC・カーボンニュートラル
 ILCのカーボンニュートラルをTohokuとのパートナーシップで実現

①研究者のQOL確保
 日本の地方の豊かな暮らし・文化 と 次世代・最先端の技術が融
合する 優れた生活環境を提供し、世界の高度人材が憧れる街

2-1．地球村ILCまちづくりの流れ／Vision2035



202-2．ILCの立地位置と波及効果範囲

TOHOKU グローバル イノベーション フィールド

グローバル イノベーション フィールド

地球村ＩＬＣフィールド ILC



世界文化遺産 平泉

ジオパーク 栗駒山麓

三陸復興国立公園

焼石岳

五葉山

室根山

骨寺村荘園遺跡

日本農業遺産 束稲山麓

太平洋

東北自動車道

東北横断自動車道

三陸沿岸道路

ILC

み
や
ぎ
県
北
高
速
幹
線
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路

東北新幹線

2-3．地球村ILCフィールド
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■次世代モビリティの取り組みと実装イメージ

2-4．地球村ILCまちづくり

日本の地方の豊かな暮らし・文化と次世代・最先端の技術が融合する優れた生活環境を提供し、世界の高度人材
が憧れる街 ▼地球村・SATOYAMAまちづくりエリア

■SATOYAMA居住に関連する取り組み

木質資源のエネルギー
利用（柴田産業）

漁師が森に木を植え
る牡蠣の森を慕う会

田園で古民家をリノベー
ションした宿泊施設を運営
する平泉倶楽部

車移動３０分圏内

北
上
川

東北横断自動車道

陸前高田市

大船渡市

気仙沼市

登米市

栗原市

大崎市

釜石市
遠野市

金ヶ崎町

花巻市
西和賀町

北上市

一関市

平泉町

奥州市

仙台市

ILCと周辺都市を高速ネットワーク
で結ぶシームレスな交通環境

地域課題を付加価値に転換して空間を最適化する先端
社会実証フィールド（国家戦略特区）

住田町

メイン
キャンパス

サテライト
キャンパス

盛岡市

復興支援道路

○自動運転車、空飛ぶ車、ドローンなどの最先
端のモビリティの実装

○多様な交通モード・既存ストックの活用（鉄道
や高速道路、公共施設を活用した物流拠点
づくり等

多様なアクティビティを提供
するザ・キャンパス（近藤設
備）



▼省エネで快適な里山（海）住宅▼多様なシェアモビリティと物流サービス

果樹

イグネ（景観、暴風、防音、食料、
燃料、建築用材等）の活用

▼コモンスペースを活用したコミュニケーション空間イメージ

農作物の収穫

▼里地里山、里海、イグネの美しいランドスケープ

コモンスペース
里地里山との共生

（SATOYAMAイニシアチブ) 

次世代モビリティ、高度情報基盤
など生活インフラのアップデート

コモンスペース

■里山や海や川とともに暮らしてきた地域循環型のライフスタイルを受け継ぎ、既存集落の空家、空地、遊休農地を利活
用した利便性・安全性を兼ね備えたコミュニティ形成を促進するコモンスペースのある里山（海）居住環境を目指す

里海（川）との共生
（SATOUMIイニシアチブ) 

省エネで快適な
里山（海）住宅

原風景のイグネを活用し、コモンスペースで果樹、
などを住民が協働栽培したり、生ゴミや落ち葉か
らたい肥づくりや有機栽培を行うなど、コミュニ
ティ形成の仕掛けを組み込み

里山・里海居住コミュニティモデル イメージ

▼グリーンILCの先導事業（北上市 the campus トロイカの森HP)
林資源の活用（ペレットストーブ）

2-5．居住環境モデル／里山・里海居住コミュニティ

美しい眺望を活かした
世界基準のラグジュア
リーホテルの誘致

日本農業遺産 束稲山麓

▼森林のポテンシャルをフル活用エネルギーの森（柴田産業HP）

伐採から再造林の効率化
山の裾野や耕作放棄地を活
用した燃料用チップの製造

クアオルト
健康ウォーキング

縄文の森
昆虫採集



旧街道沿いの既成市街地を活用

・既存の生活インフラを活かし、
暮らしやすいコンパクトな生活
環境・コミュニティ空間として
再生

コモン
スペース

・空き店舗や空家、空地が増加
し、また大きな駐車場も無いこ
とから生活利便施設が不足し
た不便な土地となっている

■コンパクトで便利な既成市街地の機能を活かし、旧街道沿いの既成市街地のリノベーションにより、暮らしやすいまちなか居住環境の機能強化
を計り、かつての賑わいを取り戻し、まちなかの魅力を高める

旧街道沿い型居住コミュニティモデル イメージ

▼ローカルPFIによる地域経営型官民連
携（新たな官民連携ビークル／LABV）に
よる事業スキーム（出典：地域課題を解
決する戦略的なPPP/PFIの普及促進／
国土交通省）

▼チャレンジする大人が集まるまち（出典：
花巻家守舎HP）

▼スモールコンセッションにより宿泊施設に再
生した古民家（出典：地域課題を解決する戦
略的なPPP/PFIの普及促進／国土交通省）

岡山県津山市

▼ふるさと納税寄付金を活用したILC応援
まちづくりの事業スキーム

▼英語教育保育園・ワーケーション

2-5．居住環境モデル／旧街道沿い居住コミュニティ

既成市街地の再生
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町屋風宿泊施設へのリノベーション

再開発

の推進

ブランドホテルへ

のコンバージョン

居心地がよく歩きたくなるまちなか形成

■コンパクトで便利な既成市街地の機能を活かし、拠点となる都市の既成市街地のリノベーションにより、暮らしやすいまちなか居住環境の機能
強化を図り、かつての賑わいを取り戻し、市街地の魅力を高める

（株）復建技術コンサルタント／三井共同建設コンサルタント（株）
研究協力者：三井住友建設（株）

拠点都市型居住コミュニティモデル イメージ

拠点となる都市の既成市街地を活用

空き店舗や空き地の増加に
より、既成市街地の空洞化、
低未利用地化が進んでおり、
都市機能が流出している

既成市街地の再生

空ビル化

空地

空家

建物の老
朽化による
機能更新

町屋風宿泊施設への建て替え

セットバックによるオープンスペース確保

集積している既存施設を活か
し、グリーンILCまちなか居住

の拠点として、まちづくりの方
針により、にぎわいのあるま
ちなか空間へ再生

2-5．居住環境モデル／都市型居住コミュニティ

木づかいホテル

▼木造ビルの地域交流拠点（出典：シェルターHP）

ミナカ小田原

▼大規模公有地の再開発プロジェクトに
よる医療、ホテル、マンション等の複合
開発（鹿児島市／キラメキテラス）

▼エネルギーセンターから再開街区
全体へ電気と熱のエネルギーを供
給するスマートエネルギーネット
ワーク

▼ローカルPFI（スモールコンセッション）により廃

校を活用した地域産業の拠点（出典：地域課
題を解決する戦略的なPPP/PFIの普及促進／
国土交通省）

▼切れ目のない子育て・教育環境
（ITER 幼稚園から高校マノスク国際学校）

国際バカロレア認定校 インターナショナ
ルスクール

廃校

廃校を活用した

地域産業の拠点

エネルギーセンターが併設

された複合型の再開発



（株）復建技術コンサルタント／三井共同建設コンサルタント（株）
研究協力者：三井住友建設（株）

■ILCの玄関口としてランドマークとなる質の高いデザインと快適なサービスを提供するとともに、水田に浮かぶイグネに囲まれた田園散居集落の
原風景を活かしたひとにやさしいコミュニティのある田園居住環境を目指す ▼田園居住環境内の循環システム▼イグネと美しい田園散居集落

居住環境地区内の循環システム
・グランドカバーは、主に芝生、果樹園、菜園によりアスファルトとコンクリートの使用は最小限とする。開発
により必要となる雨水貯留施設は地下浸透により極力減らし、土に蓄えられた水分を植物が根から吸い
上げ、各住宅のエネルギーは太陽光パネルにより発電と蓄電、エネルギーセンターからの熱、電力の供
給により、極力地区内で循環させる

生活サポートの拠点

・多言語化、デジタル化による生活サポートのワンストップサービス
（生活情報提供、引っ越し手続き支援、子育て支援、教育、医療、
配偶者の就業、車の運転、ハラール対応、日本語支援、イベント、
地域貢献活動、観光等）の拠点

・成長管理型エリアマネジメントを行うGreenILCまちづくりの拠点
（地域デザインセンター）

産直市場と癒しの拠点

・地域の生鮮とお土産
の産直市場

・ILC等の熱源を利用し
た温浴施設

おもてなしの拠点

・地域の旬な食材と酒
を一流シェフの料理
で味わうレストラン

・ワーケーション、テレ
ワーク、コワーキング
の拠点

コモンスペース
小さなコミュニティガーデン

コモンスペース
大きなコミュニティガーデン

エネルギーセンター 駅
IC

次世代モビリティのハブ

既存集落

駐車場

イベント広場

水田

ソーシャルミックスさ
れたさまざまな住宅

セントラルパーク 雨水自然排水池

ゲートウェイのラン
ドマークとなる近未
来の建築デザイン

歩行者優先道路

歩車共存道路

コミュニティの仕掛けづくり
・防風・生活林のイグネを廻し、共有地
となるコミュニティガーデンは果樹、野
菜、ハーブなどを住民が協働栽培し
たり、生ゴミや落ち葉からたい肥づくり
や有機栽培を行うなど、コミュニティ
形成の仕掛けとする

セントラルパークを中心軸に歩行者優先と安全性に配慮した街区構成
・芝生公園を中心軸に車道と歩行者優先道路に囲まれた居住環境街区と駅前広場、

eVTOL離発着場等を結ぶ。
・居住環境街区は、クルドサックの道路パターンにより、居住者以外が入りづらく、こ
どもたちの安全な遊び場となるとともにセキュリティ性を高める

クルドサック道路

プライベートスペース

駅前田園居住コミュニティモデル イメージ
2-6．居住環境モデル／ゲートウェイ田園居住コミュニティ



272-6．地域資源の循環による居住環境の形成に向けたスキーム案

伐採適齢期樹林の建築用材確保

防災機能の回復

寄
付

賃
貸
借

指
定
管
理

寄付 賃貸借 交換

活用 集約化

活 用寄付 賃貸借 交換

活用 集約化

里地の管理による野生動物被害の低減

【地球村ILCまちづくり／居住環境モデル案】
里山・里海居住コミュニティ
旧街道沿い居住コミュニティ
都市型居住コミュニティ

ゲートウェイ田園居住コミュニティ

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

建
て
替
え

開
発
等

（仮称）
地球村・デザインセンター

エリアマネジメント拠点
都市再生推進法人

市街地再開発事業
木づかいの村

里山の管理による野生動物被害の低減

防災機能の回復

地域景観・文化の維持

地産地消・6次産業化

地域景観・文化の維持

ローカル・PFI／PPP美しいまちを育てる
デザインコード

既存市街地や集落等の空家・空地（約6万戸以上）
東日本大震災後の活用されていない土地（約230㏊）

管理されていない森林
（想定5.7万㏊）

活用されていない農地
（1.2万㏊）

エネルギーの森への再生
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3．地域の先駆的取り組み



293-1．ILC草の根勉強会



303-2．the campus -トロイカの森

株式会社近藤設備
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31

3-3．グリーンカーボンの先駆事例

柴田産業株式会社



323-4．ホワイトカーボンの先駆事例

株式会社シェルター



333-5．未利用熱エネルギーの回収と地域内循環利用
東日本機電開発株式会社
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4．地球村ILCまちづくりの効果と今
後の取り組みイメージ
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想定される効果
【社会的効果】
①外国人等約２万人の滞在による国際交流都市のモデル

【教育的効果】
②研究者等の子どもの就学による教育水準向上や次世代の科学者や技術者の育成の場

【経済的効果】
③ビジネスチャンスの増加による地元企業の活性化、スタートアップ企業の増加、雇用機会の創出
④視察者の増加による観光資源を活用した経済活動の活性化

【インフラ・都市機能の効果】
⑤公共交通の充実と持続可能なモビリティへの転換
⑥地域資源としての居住環境を活かした次世代のまちづくり・インフラづくりのモデル

【環境的効果】
⑦地域資源を活かしたカーボンニュートラルやILC廃熱回収技術を活用したエネルギー循環型社会の実
践によるネイチャーポジティブの先進地

【政策的・行政的効果】
⑧地元企業や住民参加による公民連携事業や圏域を超えた地域間連携の先進地
⑨以上の実践により地域課題の解決のロールモデルとして全国展開が可能

4-1．地球村ILCまちづくりにより想定される効果

1.3万人
居住

※確認された主な波及効果

2000万円
一人当たりGDP

3000人
学生の論文

630億円
外部委託費

10万人
視察

車両利用効率化
二酸化炭素排出削減

新たな雇用
パートナー就業

CERN
35

ILC建設時・運用時経済的波及効果
• 20年間の最終需要額は約1兆2200億円～1兆3300億円、生産誘発額は約2兆3800億円～2兆6100億円
•基盤技術（加速器関連技術）の発展・利用による20年間の最終需要額は約3兆100億円、生産誘発額は約5兆7200億円
•世界とつながる新たな地方創生の効果として20年間の民間投資額は約1000億円、居住者及び来訪者の消費支出額は約3000億円
※「国際リニアコライダー日本誘致がもたらすイノベーション・経済波及効果調査報告書」に基づき作成
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国家戦略特区による規制緩和

勉強会協力企業

共同研究協力企業

社会実証

エリア価値・持続可能性向上
地域住民と研究者・家族のクオリティ・オブ・ライフ

関係・交流人口増・・・

地球村・デザインセンター
（エリアマネジメント拠点／都市再生推進法人）

東北ＩＬＣ事業推進センター

地域が抱える課題を知恵とパートナーシップにより地域ポテンシャルに化学変化

公・民・学連携 ILCプラットフォーム

スマートでやわらかな再開発持続性を担保するデザインコード

空地・空家、耕作放棄地、放置森林、復

興未利用地を活用するトラストシステム

PPP／（ローカル）PFIによる公民連携

次世代モビリティの実装

小さく生んで大きく育てるPDCAサイクル

スタートアップ企業

地域住民

学生

地元企業

地球村ILCまちづくりの座組と展開イメージ

4-2．地球村ILCまちづくりの座組と展開イメージ
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ご清聴ありがとうございました


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	スライド番号 25
	スライド番号 26
	スライド番号 27
	スライド番号 28
	スライド番号 29
	スライド番号 30
	スライド番号 31
	スライド番号 32
	スライド番号 33
	スライド番号 34
	スライド番号 35
	スライド番号 36
	スライド番号 37
	スライド番号 38

